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農薬の必要性

九州農政局
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農薬を使用することにより、

農作物の安定的な生産

農作物の品質の確保

農作業時間の短縮

九州農政局
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農作物の病害虫防除の必要性農作物の病害虫防除の必要性①①

収量
の低下

トマトの疫病

りんごのシンクイムシ

品質の
低下

病害虫による被害

九州農政局



4

農作物の病害虫防除の必要性農作物の病害虫防除の必要性②②

害虫（ﾖﾄｳﾑｼ、
ｱｵﾑｼ、ｺﾅｶﾞ
など）の食害
による収量･
品質の低下

無防除区防除区（農薬使用）

キャベツ 病害虫による被害

九州農政局
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昨年の長崎県西海市

九州農政局
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2828とうもろこし （１）

2221なす （１）

4231ばれいしょ （２）

4039トマト （６）

6061きゅうり （５）

3724だいこん （５）

6463キャベツ （10）

100100もも （１）

9997りんご （６）

3430大豆 （８）

6636小麦 （４）

3428水稲 （10）

減益率減収率

出荷金額収量作物名
（調査ヶ所数）

（社）日本植物防疫協会1991年、1992年調査

農薬を使用しないで栽培した場合の収量と出荷金額の減少率（％）

九州農政局
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水稲作業の労働時間の推移

（財）日本植物成長調節剤研究会調べ

２時間

九州農政局
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一方農薬は、

意図的に農作物（食品）に散布
意図的に環境中に放出

リスク管理等が必要

九州農政局
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残留農薬のリスク削減のために

化学農薬の
使用削減

農薬が減らせる
栽培技術の推進

交信かく乱剤、
天敵などの
開発・普及

防除に必要な
農薬のリスク

管理

九州農政局
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農薬の使用基準

九州農政局
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農薬の使用基準は、農
薬の残留、防除効果、
環境配慮の観点で決め
られている。

食用作物に
農薬を使用
する場合の
遵守義務

使用時期

使用量又は
希釈倍数

使用回数

適用作物

平成１４年１２月の
農薬取締法改正以前

改正後（現在）
（１５年３月施行）

使用者が守ることが
望ましい基準

使用者が守るべき基準
（罰則を伴う基準）

農薬取締法で規制

九州農政局
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農薬使用基準は農薬のラベルに記載

九州農政局
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【適用害虫と使用方法】

【使い方】 散布（調製液は早く使用する）

ラベル拡大図

ラベルをよく読む。記載以外には使用しない。小児の手の届く所
には置かない。

使用量にあわせ薬液を調製し、使い切る。空きビンはほ場など
に放置せず、3回以上水洗し、適切に処理する。洗浄液はタンク
に入れる。

作物名作物名 害虫名害虫名 希釈倍数（倍）希釈倍数（倍） 使用時期使用時期※※ 総使用回数総使用回数※※

りんごりんご アブラムシ類アブラムシ類

・・・・・・

15001500～～20002000 1414日日 55回回

みかんみかん ハマキムシ類ハマキムシ類

・・・・・・

10001000～～15001500 77日日 33回回

※印は、その日まで使用できる収穫前の日数と本剤
及びその有効成分を含む農薬の総使用回数を示す。

九州農政局
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上記以外の農家にも農薬使用の記帳を行うよう指導
必要があれば立入検査を実施

使用状況の確認
全国で４，７５０件の農家を毎年選定し、農政事務所
職員が使用状況を確認

今年度、長崎県内で６５件の使用状況を確認

１３３７７１１１３１６３１

にらほう
れん
そう

きゅ
うり

トマトいち
ご

レタ
ス

はくさ
い

にん
じん

さや
いん
げん

米
穀

九州農政局
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0.3 15 99.7 4,726 4,741 19年度

0.3 11 99.7 3,991 4,002 18年度

0.4 18 99.6 4,238 4,256 17年度

0.7 29 99.3 3,852 3,881 16年度

2.1 80 97.9 3,740 3,820 平成15年度

割合(%)実数割合(%)実数

不適正使用数適正使用数

調査数調査年度

点検結果

九州農政局
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環境保全型農業とは、土づくりや環境にやさしい技術の導
入を通じて化学肥料、農薬の使用等による環境負荷をできる
だけ小さくする農業のことです。

もともと農業は、農地において二次的な自然環境や良好な
景観をつくりだすなど多面的機能を持っています。

一方で、行きすぎた効率性の追求や農薬・肥料の無計画な
投入などによる不適切な農業は、多面的機能をそこなうばか
りでなく、新たな環境負荷を発生させ、持続的な農業の展開
をむずかしくします。このため、環境保全型農業はとても重要
な取り組みとなります。

長崎県
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長崎県
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○エコファーマー

「持続性の高い農業生産方式の導入に関する法律（Ｈ１
１）」にもとづき、環境にやさしい農業への取り組みが県知事
によって認められた農業者の愛称です。
○土づくり
○化学肥料の低減
○化学合成農薬の低減
以上の各技術を一体的に
取り組む必要があります。

○有機ＪＡＳ農産物

平成１１年に改正されたＪＡＳ法に基づき、唯一「有機農産
物」の表示ができる認証制度です。
○たい肥等での土づくり
○無化学肥料※ ※播種・植え付け前２年以上。

○無化学合成農薬※ 使用禁止資材が指定されている

○遺伝子組み換え技術の不使用
の条件があります。

非常に高い栽培管理技術が
求められますが、 環境保全
への高い効果 も期待できます。

○長崎県特別栽培農産物

長崎県ではエコファーマーを対象としてさらに環境にやさし
い農業を推進するため「長崎県特別栽培農産物認証制度」
を設けています。
○化学肥料を慣行の1/2
○化学合成農薬 （節減対象農薬）
を慣行の1/2 に抑える必要が
あり、高い栽培管理技術が求め
られます。

○長崎県版GAP

ＧＡＰとは、農業生産工程管理といい、農業生産から出荷

にいたるまでの各作業ごとに、環境にやさしい取り組みや
安全な農産物生産のポイントを整理し、まとめたものについ
て管理を行っていくものです。
ＧＡＰによって環境保全型農業により効果的に取り組むこと
ができます。
県では平成17年度に長崎県版ＧＡＰ を策定し、その推進・
普及につとめています。

長崎県版長崎県版GAPGAP

エコファーマーエコファーマー

長崎県特別栽培長崎県特別栽培農産物

有機JAS農産物

長崎県



防虫ネット（露地）の利用

長崎県



黄色灯はヤガ類に有効！

丸形 蛍光灯型

長崎県



フェロモン剤

フェロモントラップ

このチューブに成分が入っている

長崎県



天敵の利用

チリカブリダニ

ミヤコカブリダニ

長崎県



その他の土着天敵について

ナナホシテントウ

土着天敵も見えないところで活動している！

長崎県



食品残留農薬の
行政の監視は？

▽流通監視計画の取り組み

佐世保市



流通食品をどういうふうに検査するのか？

行政が検査しているところ； 全国の保健所

＜佐世保市保健所では？＞

監視指導計画に基づく収去検査

産地；主に佐世保市内産

種類作物；野菜・果物

遡り調査ができるもの

検査に必要十分量

いつ？どこで？

生産出荷時期、青果市場で

佐世保市



検査は？

基準値；法（食品又は添加物の基準及び規格）、ポジティブリ
スト
検査項目；使用されると考えられる農薬
100項目前後
佐世保市保健所検査課

結果は？
検査結果による指導

違反の通知

残留食品の販売禁止指示

公表

佐世保市



年度 収去年月日 種類 生産地 検査項目数 判定

平成19年度
（4検体）

20.2.25

レタス 市内 96 適

レタス 市内 96 適

ブロッコリー 市内 96 適

ブロッコリー 佐々町 96 適

平成20年度
（10検体）

20.5.26

リゾートメロン 市内 124 適

リゾートメロン 市内 124 適

きゅうり 市内 124 適

きゅうり 市内 124 適

アスパラガス 市内 124 適

20.11.27

ミニトマト 市内 125 適

ミニトマト 市内 125 適

ハウスなす 市内 125 適

ハウスなす 市内 125 適

レタス 市内 125 適佐世保市



平成21年度
（15検体）

21.6.23

きゅうり 市内 127 適

きゅうり 市内 127 適

きゅうり 市内 127 適

トマト 市内 127 適

トマト 市内 127 適

ハウスなす 市内 127 適

ハウスなす 市内 127 適

22.1.26

白ねぎ 市内

白ねぎ 市内

白ねぎ 市内

春菊 市内

春菊 市内

ブロッコリー 市内

ブロッコリー 市内

ブロッコリー 市内

年度 収去年月日 種類 生産地 検査項目数 判定

佐世保市


